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神代之風

宮司私感　（２面）
ファミリー たまき （私の履歴書＝４・５面）

　

弥
生
１
日
。
玉
置
山
に
魅
せ
ら
れ
た
精
霊
か
・
・
・
。

　

何
処
か
ら
と
も
な
く
現
れ
、
本
殿
、
三
柱
神
社
、
出
雲
大
社
玉
置
教
会
、

境
内
、
参
道
等
を
舞
う
が
如
く
軽
や
か
に
巡
る
。

　

参
拝
者
の
皆
さ
ん
、
一
瞬
寂
と
し
て
声
な
し
。

  

一
陣
の
風
も
誘
い
な
が
ら
夢
幻
の
舞
を
演
出
。
時
間
は
止
ま
っ
て
い
ま

し
た
ね
。

　

自
分
の
筆
力
で
は
到
底
、お
伝
え
い
た
し
か
ね
る
夢
か
現
（
う
つつ
）
か
。

　

暫
し
、
異
次
元
の
時
広
真
吾
氏
の
世
界
で
し
た
。

（１）

夢
幻
の
舞

精霊　玉置山に 舞  い降りる

伝
統
と
革
新
の
融
合
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年
間
参
拝
者     
13
万
人
に
迫
る
！

夢か現か…

Tradition
Reformation
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奈
良
県
神
道
青
年
会
御
一
行
１
４
名
が
３
月
２
７
日
、
正
式
参
拝
の
た
め
来
社
さ

れ
た
。

　

標
高
千
メ
ー
ト
ル
以
上
に
鎮
座
す
る
社
。
当
日
は
、
温
暖
な
気
候
、
山
上
の
た
め

太
陽
が
近
く
、
光
が
神
々
し
く
眩
し
い
。

　

一
同
、
ス
ー
ツ
に
身
を
修
め
、
一
列
に
並
び
参
進
す
る
。

　

御
殿
の
中
に
着
座
す
る
と
、
太
鼓
の
音
、
祝
詞
が
境
内
と
山
々
に
響
き
渡
る
。
爽

や
か
さ
の
中
で
、
代
表
者
の
玉
串
が
捧
げ
ら
れ
る
。

　

参
拝
後
、
重
要
文
化
財
で
あ
る
社
務
所
の
襖
絵
を
拝
観
さ
れ
た
。

　

毎
度
の
こ
と
で
す
が
、
演
奏
や
舞
な
ど
奉
納
さ
れ
る
方
、
並
び
に
、
信
仰
深
い
方
々

等
が
来
社
さ
れ
る
と
、
必
ず
と
言
っ
て
も
良
い
程
、
穏
や
か
で
素
晴
ら
し
い
天
候
に

な
る
。
不
思
議
。

　

こ
こ
玉
置
山
は
、
神
の
棲
む
杜
と
も
言
わ
れ
、
神
道
の
精
霊
信
仰
を
如
実
に
体
感

で
き
る
貴
重
な
場
所
。
皆
様
も
是
非
参
拝
に
い
ら
し
て
、神
々
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

　

奈
良
県
神
道
青
年
会
御
一
行
の
方
々
、
参
拝
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鈴
木
清
建
） 

　

前
田
武
志
さ
ん
の
衆
議
院
・
参
議
院
で
の
政
治
活
動
は
３
０
数
年
間

に
及
ぶ
。
在
任
中
は
国
土
交
通
大
臣
を
は
じ
め
参
議
院
予
算
委
員
長
等

を
歴
任
。

　

こ
れ
ら
の
功
績
に
対
し
、
天
皇
陛
下
よ
り
旭
日
大
綬
章
を
親
授
賜
り
、

フ
ラ
ン
ス
国
よ
り
レ
ジ
オ
ン
・
ド
ヌ
ー
ル
勲
章
（
フ
ラ
ン
ス
最
高
勲
章
）

を
受
章
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
叙
勲
を
祝
う
会
が
３
月
３
１
日
、
シ
ェ
ラ
ト
ン
都

ホ
テ
ル
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
。

　

前
田
武
志
さ
ん
は
十
津
川
の
ご
出
身
。
折
に
触

れ
十
津
川
に
眠
る
先
祖
の
墓
参
を
欠
か
さ
な
い
。

国
土
交
通
大
臣
を
拝
命
し
た
直
後
、
台
風
１
２
号

が
十
津
川
村
を
含
む
紀
伊
半
島
を
直
撃
し
、
未
曾

有
の
豪
雨
災
害
の
発
生
に
担
当
大
臣
と
し
て
救

援
・
復
旧
の
陣
頭
指
揮
に
当
た
ら
れ
た
。

　

運
命
を
感
じ
ま
す
ね
。

印刷　PR美術印刷株式会社

前
田
武
志
さ
ん

　
　
　
　
　

叙
勲
を
祝
う
会

５月13日㈯　玉石社例祭　５月14日㈰　出雲大社玉置教会例祭

６月30日㈮　夏越大祓　　８月８日㈫　大日堂大祭

奈良県神道青年会御一行  正式参拝

　

そ
ろ
そ
ろ
私
も
遺
言
を
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
、
な
ん
て
思
っ
た
り
す
る
。
失
敗
、
挫
折

は
あ
っ
た
が
、
い
い
人
生
だ
っ
た
、
と
つ
く
づ
く
思
う
。

　

宮
司
は
私
の
よ
う
に
弱
み
は
決
し
て
見
せ
な
い
。
だ
が
、
寂
し
が
り
屋
で
あ
る
。

　

戦
い
続
け
た
こ
れ
ま
で
だ
っ
た
。
そ
し
て
ほ
ぼ
敗
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

手
負
い
の
ラ
イ
オ
ン
、
と
形
容
し
よ
う
。
孤
高
と
言
っ
て
も
よ
い
か
。

　

私
は
感
じ
て
い
た
。
内
な
る
家
族
と
は
別
に
、
外
な
る
家
族
を
求
め
て
い
る
、
と
。

　

過
去
の
神
社
職
員
に
は
、た
び
た
び
裏
切
ら
れ
て
き
た
が
、今
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
た
ま
き
」

を
見
い
出
し
た
は
ず
だ
。
や
っ
と
だ
。「
信
頼
で
き
る
人
材
」
が
集
ま
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　

私
は
た
だ
願
う
。
・
・
・
ど
う
ぞ
、
裏
切
っ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い 

― 

と
。

　

せ
っ
か
ち
で
短
気
な
宮
司
だ
が
、
本
当
は
、
大
変
寂
し
が
り
屋
な
ん
で
す
・
・
・
。

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
読
売
新
聞
社
会
部
記
者　
　

水
野
成
之

独 り言

傷
だ
ら
け
の
ラ
イ
オ
ン

Special Thanks



伝統 革新 融合
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前
日
３
月
７
日
か
ら
雪
。
心

配
し
た
が
、
８
日
初
午
祭
当
日

は
青
空
が
ま
ぶ
し
い
快
晴
。

　

名
物
の
ぜ
ん
ざ
い
は
、
多
い

目
に
仕
込
む
も
瞬
く
間
に
完
了
。

　

神
振
行
事
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
む
。
巫
女
舞
、
民
謡
、
琵

琶
演
奏
を
奉
納
。
文
化
発
信
を
念
頭
に
置
い
て

の
取
り
組
み
。

　

餅
ま
き
。
お
餅
は
例
年
、
た
っ
ぷ
り
と
用
意
。

袋
を
広
げ
、
お
餅
が
舞
い
降
り
る
の
を
待
ち
受
け
る
方
々
も
多

い
。「
頭
や
顔
に
当
た
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
ね
」、

と
呼
び
か
け
な
が
ら
、
投
げ
る
。
歓
声
の
渦
。

　

当
日
は
約
８
０
０
名
の
参
拝
者
が
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

責
任
役
員
、
総
代
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

感
謝
。

　

職
員
も
数
日
来
の
準
備
に
疲

労
も
か
な
り
の
も
の
だ
っ
た
よ

う
で
す
が
、
よ
く
頑
張
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

責
任
役
員
、
総
代
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
方
、
そ
し
て

職
員
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

幸
運
は
人
智
を
超
え
て
訪
れ
る
と

か
。

　

平
成
２
８
年
度
は
、
参
拝
者
数
１

３
万
人
に
迫
る
。
４
年
余
り
で
約
５

倍
増
。

　

事
務
職
、
神
職
の
ス
タ
ッ
フ
も
望

外
の
充
実
。

　

玉
置
の
神
々
が
お
呼
び
し
た
の
だ

ろ
う
か
。

　

事
務
職
で
採
用
さ
れ
た
男
性
は
、
明
晰
な
頭
脳
と
恐
る
べ
き
胆
力
で
瞬
く
間
に
神
社
経
営

の
核
と
な
っ
て
い
る
。
や
は
り
事
務
職
で
採
用
さ
れ
た
女
性
。
鋭
い
理
解
力
で
担
当
業
務
を

こ
な
し
て
い
た
が
、
ご
奉
仕
数
ヶ
月
で
神
職
を
志
し
、
國
學
院
大
學
神
職
養
成
講
習
会
に
入

り
、
何
と
成
績
優
秀
者
と
し
て
約
５
０
人
中
３
番
で
修
了
。
近
く
神
職
と
し
て
も
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
す
。

　

神
職
で
採
用
さ
れ
た
男
性
は
、
手
話
を
勉
強
中
で
あ
り
、
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
る
と
励
ん

で
い
る
。

　

さ
て
、
現
状
に
感
謝
し
つ
つ
も
、
幸
運
に
委
ね
る
こ
と
な
く
、
ど
ん
な
厳
し
い
カ
ー
ド
を

配
ら
れ
て
も
立
ち
向
か
う
べ
し
、
だ
。　

夏
に
な
っ
た
ら
、
鳴
き
な
が
ら
必
ず
帰
っ
て
く

る
、
あ
の
つ
ば
く
ろ
さ
え
も
、
何
か
を
境
に
ば
っ
た
り
姿
を
見
せ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
ん

だ
ぜ
、
と
か
。

　

ど
ん
な
時
代
で
も
、
花
は
咲
き
、
鳥
は
鳴
く
。
さ
れ
ど
、
人
生
は
ミ
ス
テ
リ
ー
。
瞬
時
に

全
て
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
。
心
し
て
お
く
こ
と
。
何
事
も
可
能
な
限
り
展
開
を
読
み
、
用

意
し
て
待
つ
こ
と
だ
。

　

人
は
自
ら
に
累
（
る
い
＝
わ
ざ
わ
い
）
が
及
ば
ぬ
限
り
、
他
者
に
優
し
く
な
れ
る
に
過
ぎ

な
い
ね
。

　

「
や
す
ら
ぎ
と
ほ
の
か
に
文
化
の
薫
り
が
す
る
山
上
の
都
」
を
標
榜
し
て
４
年
有
半
。

　

我
が
友
・
時
広
真
吾
氏
も
東
京
か
ら
初
見
参
。
夢
幻
の
舞
を
奉
納
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

い
ろ
い
ろ
研
究
テ
ー
マ
を
持
っ
て
参
拝
さ
れ
る
方
々
が
増
え
て
き
て
い
る
。
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
こ
の
面
で
も
研
鑽
し
て
参
り
た
い
。

　

そ
う
だ
ね
、
文
化
と
知
の
発
信―

。
そ
れ
は
、
力
な
り
。

宮 

司 

私 

感

幸運は人智を超えて訪れる

我
が
友
・
時
広
真
吾
氏　

東
京
か
ら
初
見
参

F u s i o nTradition ＆ Reformation

初
午
祭

参拝者 約８００名

皆さまのご協力に感謝
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出
雲
大
社
教
第
五
教
区
庁
新

年
総
会
が
１
月
３
１
日
神
戸
分

祠
に
於
い
て
開
催
。正
式
参
拝
に

続
い
て
総
会
に
入
り
、
教
区
庁
長

等
の
挨
拶
の
後
、
多
く
の
時
間
を

割
い
て
出
雲
大
社
教
教
規
改
訂

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
中
華
料
理
店

に
場
所
を
移
し
て
の
直
会
で
す
。

　

出
雲
大
社
教
の
各
教
会
は
代

を
嗣
い
で
の
交
流
が
あ
る
と
の

こ
と
で
、
随
所
で
話
の
花
が
咲

き
、
笑
い
声
が
起
こ
る
和
や
か
で

家
庭
的
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
西
田
直
久
）

　

年
の
首
（
は
じ
め
）
に
あ
た
り
年
穀
（
と

し
が
ら
）
の
豊
穣
を
祈
る
と
共
に
、
天
皇
の

御
安
泰
を
祈
り
奉
り
、
併
せ
て
国
家
の
安
泰

を
祈
請
（
き
せ
い
）
す
る
祭
儀
で
あ
る
祈
年

祭
が
２
月
１
７
日
、
斎
行
さ
れ
た
。

　

一
週
間
余
り
前
か
ら
降
り
続
く
雪
が
積
も

る
参
道
の
足
下
に
気
を
配
り
な
が
ら
参
進
す

る
。

　

太
古
か
ら
連
綿
と
受
け
つ
が
れ
て
い
る
、

こ
の
祭
り
を
修
め
、
爽
涼
の
時
を
味
わ
う
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鈴
木
清
建
）

　

境
内
地
に
鎮
座
す
る
出

雲
大
社
玉
置
教
会
で
３
月

２
０
日
、
春
季
祖
霊
祭
が

斎
行
さ
れ
た
。

　

こ
の
日
を
一
搬
に
は
彼

岸
と
い
う
が
、
そ
れ
は
神

道
の
日
願
か
ら
来
て
い
る

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。ま

た
、社
日
と
も
言
わ
れ
る
。

　

亡
き
方
々
の
御
霊
を
高

天
原
に
昇
天
す
る
べ
く
、

神
職
一
同
、白
の
浄
衣
に

　

２
月
３
日
、本
殿
で
は「
福
は
内
、

鬼
は
外
」
の
掛
け
声
と
共
に
節
分
祭

が
、
又
、
大
日
堂
社
で
は
大
日
如
来

尊
像
が
金
剛
界
か
ら
胎
蔵
界
に
換
わ

ら
れ
る
転
換
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

„
節
分„

、„
転
換„

の
字
の
如

く
厳
冬
の
な
か
に
も
春
の
訪
れ
を
感

じ
さ
せ
る
祭
典
で
あ
り
ま
し
た
。

　

来
年
も
皆
様
の
ご
参
列
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
田
秀
行
）整

え
霊
璽
（
位
牌
に
あ
た

る
も
の
）
に
向
か
い
感
謝

と
鎮
め
の
作
法
と
祭
詞
を

捧
げ
た
。

　

更
に
、
玉
置
山
に
鎮
ま

る
松
平
墓
地
と
奥
津
城

（
墓
に
あ
た
る
も
の
）
に
も

神
職
が
供
物
を
供
え
祭
詞

を
奏
上
し
た
。

　
　
　
　
　
（
鈴
木
清
建
）

福は内イ～
鬼は外オ～

春の訪れ

F u s i o nTradition Reformation

出雲大社教第五教区庁新年総会

節
分
祭
・
大
日
堂
社
転
換
祭

祈
年
祭
（
と
し
ご
ひ
の
ま
つ
り
）

出雲大社玉置教会
　　　　春季祖霊祭

（６）
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佐
藤
健
作
氏
は
国
際
的
な
舞
台
で
も
活

躍
す
る
和
太
鼓
奏
者
。今
回
は
日
本
中
、
世

界
中
の
聖
地
を
巡
る
「
祈
り
の
奉
納
ツ

ア
ー
」
の
一
環
と
し
て
演
奏
を
奉
納
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

締
太
鼓
の
小
気
味
よ
い
リ
ズ
ム
が
冷
気

を
切
り
裂
き
、
重
量
６
０
キ
ロ
と
い
う
大

太
鼓
の
大
音
量
が
山
上
の
静
寂
を
揺
る
が

し
ま
す
。よ
う
や
く
日
差
し
が
春
め
い
て

き
た
と
は
い
え
ま
だ
ま
だ
厳
寒
の

２
月
下
旬
、境
内
に
響
き
渡
る
大
音

量
は
、眠
っ
て
い
る
春
を
目
覚
め
さ

せ
て
く
れ
た
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
田
直
久
）

　玉置神社の四季折々の風景、祭典等を収録中であり、一部を
ホームページでご紹介しております。
　新たな発見があるかも知れませんね。是非ご覧ください。
　　　　　　　　http://www.tamakijinja.or.jp/

　

連
日
の
降
雪
に
よ
り
一
面
真
っ
白
と
な
っ
て
い
る
境
内

に
、
よ
く
晴
れ
た
空
の
美
し
い
青
色
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

が
何
と
も
清
々
し
く
、
凜
と
し
た
気
を
感
じ
さ
せ
る
空
気

の
中
、紀
元
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

粛
々
と
し
た
中
に
も
穏

や
か
で
和
や
か
な
雰
囲
気

の
祭
典
と
な
り
、
最
後
の
宮

司
挨
拶
で
は
、
神
日
本
磐
余

彦
尊
を
お
奉
り
す
る
当
社

と
し
て
の
紀
元
祭
に
対
す

る
熱
い
思
い
が
語
ら
れ
ま

し
た
。

          　

  

（
諸
岡
源
司
）

　

松
下
寛
子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
演
奏
、
こ
れ
か
ら
も
聴
き
た
い
。

　

今
回
の
演
奏
は
、
異
な
る
世
界
へ
行
っ
た
み
た
い
で
衝
撃
を
受

け
た
。
ま
だ
ま
だ
そ
の
独
自
性
を
深
め
て
ゆ
く
予
感
。
び
っ
く
り

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

芸
の
世
界
で
追
っ
か
け
も
ど
き
試
み
て
き
て
い
る
の
は
、
バ
レ

エ
で
お
一
人
、歌
舞
伎
で
お
二
人
、文
楽
で
お
二
人
、幸
福
で
す
ね
。

　

指
揮
者
の
方
、団
員
の
皆
さ
ん
、そ
れ
ぞ
れ
に
魅
力
一
杯
で
し
た
。

　

奈
良
フ
ィ
ル
よ
、
い
つ
ま
で
も
そ
の
灯
を

輝
か
せ
続
け
て
く
だ
さ
い
。
奈
良
に
こ
の
よ

う
な
管
弦
楽
団
が
あ
る
の
を
誇
り
に
思
い
ま

す
よ
。

　

全
良
雄
・
前
団
長
さ
ん
、
あ
な
た
の
蒔（
ま
）

い
た
種
は
さ
ら
に
光
を
増
し
て
い
く
よ
。
あ

り
が
と
う
、
忘
れ
じ
の
友―

。

　　聖地・玉置神社　映像コンテンツ制作スタ̶ト

紀 元 祭

神々しき
　　龍笛の音（諸岡神職）

和
太
鼓 

祈
り
の
奉
納

国際的に活躍　佐藤健作さん

忘
れ
じ
の
友
へ

神の棲む社

奈良フィルハ―モニ―管弦楽団
第４０回定期演奏会

伝統 革新 融合
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台
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学
生
時
代
は
国
際
文
化
に
興

味
を
持
ち
、
大
阪
大
学
の
在
学

中
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
留
学
を

経
験
し
た
中
で
日
本
文
化
に
つ

い
て
よ
り
深
く
学
び
た
い
と
思

う
う
ち
に
、
神
道
に
つ
い
て
も

学
び
始
め
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

未
熟
な
身
で
す
が
、
神
社
の
お

役
に
立
て
ま
す
よ
う
今
後
も
学

び
続
け
て
い
く
所
存
で
す
。
ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　
　
　

権
禰
宜
・
弓
場　

麻
妃

　

同
志
社
大
学
卒
業
・
運
輸
省
大
阪

航
空
局
（
当
時
）、
奈
良
県
知
事
公
室

長
、
奈
良
テ
レ
ビ
放
送
代
表
取
締
役

社
長
、
橿
原
神
宮
権
禰
宜
等
を
経
て

現
職
。
趣
味
は
日
本
舞
踊
・
狂
言
・

三
味
線
・
ド
ラ
ム
・
テ
ニ
ス
・
ダ
イ

ビ
ン
グ
を
試
み
る
こ
と
及
び
映
画
・

演
劇
・
歌
舞
伎
・
文
楽
等
鑑
賞
。
写

真
は
園
遊
会
参
列
の
も
の
。

　
　
　
　
　
　

宮
司
・
弓
場　

季
彥

　

國
學
院
神
職
養
成
講
習
会
は
玉
置
山
下
山
直
後
、
３
８
度
の
高
熱
に
見
舞
わ
れ
２
日
間
寝
込
ん
だ
後
、

病
み
上
が
り
で
開
校
式
に
臨
む
と
い
う
波
乱
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
１
５
年
、
明
治
天
皇
の
下
、
近
代
化
が
進
め
ら
れ
る
風
潮
に
お
い
て
、
日
本
の
古
き
良
き
神
道

及
び
国
学
の
精
神
を
残
そ
う
と
三
つ
の
機
関
、
東
京
大
学　

古
典
講
習
科
、
皇
典
講
究
所
（
後
の
國
學

院
大
學
）、
神
宮
皇
学
館
（
後
の
皇
學
館
大
学
）
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
、
國
學
院
大
學
に
お
い

て
宇
宙
開
闢
、
天
孫
降
臨
か
ら
現
在
ま
で
絶
え
間
な
く
続
く
神
道
の
歴
史
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
く
貴
重

な
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

特
に
印
象
深
か
っ
た
こ
と
は
、
教
義
・
教
典
の
無
い
神
道
で
は
あ
る
が
、
そ
の
大
き
な
特
色
と
し
て
、

自
然
崇
拝
、
先
祖
崇
拝
、
人
を
思
う
心
と
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
の
言
で
す
。
い
ず
れ
も
目
に
見
え

な
い
こ
と
で
す
が
、
物
質
主
義
や
資
本
主
義
の
蔓
延
す
る
昨
今
で
は
保
つ
こ
と
が
大
変
な
感
性
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
神
話
と
先
祖
の
祈
り
の
先
に
存
在
し
、
周
り
の
方
々
の
思
い
に
支
え
ら
れ
て
存

在
し
得
る
こ
と
に
改
め
て
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
べ
ば
学
ぶ
ほ
ど
、
神
職
や
神
社
の
存
在
に
不
安
定
な
要
素
が
多
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

戦
後
の
体
制
で
存
続
が
厳
し
い
神
社
も
あ
る
中
、
な
ぜ
あ
の
よ
う
に
平
身
低
頭
で
き
る
の
か
以
前
は
わ

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
平
伏
し
た
く
な
る
程
の
大
い
な
る
存
在
が
あ
る
。
そ
う
直
覚
さ
せ
ら
れ
た
の
は

そ
れ
か
ら
間
も
な
く
の
こ
と
で
し
た
。
奇
縁
を
得
て
、
神
職
の
資
格
を
取

得
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
温
か
く
見
守
り
つ
つ
も
厳
し
く
ご
指
導
く
だ

さ
っ
た
諸
先
生
方
、
笑
い
と
祈
り
は
神
に
通
じ
る
と
い
う
こ
と
を
体
現
さ

れ
て
い
た
学
友
の
皆
様
、
ま
た
、
玉
置
の
山
で
日
々
支
え
て
く
だ
さ
る
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　奈良県天理市鎮座の「石上神宮」で生を受け、國學院大學を卒業後、昭和４９年に「橿原神宮」に奉職、
平成２４年に「橿原神宮」を退職後平成２５年に「玉置神社」に奉職、現在に至る。
　※歴代神職家系に生まれ、神社（神域）の中で生まれ育った事もあり、自らが神職を目指すのに何の
疑問も無く受け入れ、資格取得後は「橿原神宮」在職中には特に神社祭式に長く関わり、奈良県神社庁
では祭式助教・講師と２６年間に亘り指導者として県内神職の指導に当たって来た。
　その経験を活かし「玉置神社」では御祭神に相応しい祭祀の構築に専念し完成を見た。又、雅楽では
龍笛を２５年に亘り、今も指導を続けている。　　　　　　　　　　　　　　　　参与・青山　孝

　

 

権
禰
宜
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
深
瀬

浩
司
で
す
。
普
段
は
義
兄
が
営
む
土
木
会
社
で
２

５
年
働
い
て
い
ま
す
。

　

５
年
前
に
神
職
と
な
り
、
ご
縁
が
あ
り
４
年
間

仕
事
を
続
け
な
が
ら
玉
置
神
社
で
ご
奉
仕
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
ま
す
。
神
職
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
経

験
は
浅
い
で
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。　
　
　
　
　

権
禰
宜
・
深
瀬　

浩
司

　

大
阪
府
立
淀
川
工
科
高
校
卒
業
。
全
日
本
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ー
ル
、
全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス

ト
出
場
を
経
験
。
関
西
外
国
語
大
学
短
期
大
学
部

卒
業
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

巫
女
・
作
間　

慈

　祭儀担当の権禰宜・西田秀行です。
大阪の神社で五年半奉仕した後、この聖地に魅せられ
現在に至ります。
　一人でも多くの方に玉置の魅力を伝えたくて、ただ
いま手話を勉強中です。
　神社で見かけたら是非お声掛
けください。

　

１
０
代
か
ら
五
感
を
超
え
た
幽
冥
界
に
興
味
が
あ
り
、
２

３
歳
か
ら
勉
学
・
修
行
の
研
鑽
を
積
む
。
二
松
学
舎
大
學
・

國
學
院
大
學
卒
業
後
、
東
京
の
神
社
で
奉
職
。
３
年
前
か
ら

山
の
中
の
ま
た
山
に
あ
る
当
神
社
に
奉
職
し
て
い
る
が
、
未

だ
に
随
煩
悩
。
浮
き
世
離
れ
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
周
囲
か

ら
親
し
ま
れ
て
い
る
。 　
　

                         　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

禰
宜
・
鈴
木　

清
建

ファミリー たまき
TAMAKIF a m i l y

　

庭
先
か
ら
眺
め
る
と
折
り
重

な
る
山
々
の
一
番
遠
く
に
い
つ

も
玉
置
山
が
見
え
て
い
ま
し

た
。
壁
の
よ
う
に
連
な
る
山
並

の
向
こ
う
側
に
行
く
こ
と
ば
か

り
夢
見
て
い
た
は
ず
が
、
京
都

大
学
卒
業
後
、
縁
あ
っ
て
玉
置

神
社
で
奉
職
す
る
こ
と
に
な
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を
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。
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。
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学
生
時
代
は
国
際
文
化
に
興

味
を
持
ち
、
大
阪
大
学
の
在
学

中
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
留
学
を

経
験
し
た
中
で
日
本
文
化
に
つ

い
て
よ
り
深
く
学
び
た
い
と
思

う
う
ち
に
、
神
道
に
つ
い
て
も

学
び
始
め
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

未
熟
な
身
で
す
が
、
神
社
の
お

役
に
立
て
ま
す
よ
う
今
後
も
学

び
続
け
て
い
く
所
存
で
す
。
ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　
　
　

権
禰
宜
・
弓
場　

麻
妃

　

同
志
社
大
学
卒
業
・
運
輸
省
大
阪

航
空
局
（
当
時
）、
奈
良
県
知
事
公
室

長
、
奈
良
テ
レ
ビ
放
送
代
表
取
締
役

社
長
、
橿
原
神
宮
権
禰
宜
等
を
経
て

現
職
。
趣
味
は
日
本
舞
踊
・
狂
言
・

三
味
線
・
ド
ラ
ム
・
テ
ニ
ス
・
ダ
イ

ビ
ン
グ
を
試
み
る
こ
と
及
び
映
画
・

演
劇
・
歌
舞
伎
・
文
楽
等
鑑
賞
。
写

真
は
園
遊
会
参
列
の
も
の
。

　
　
　
　
　
　

宮
司
・
弓
場　

季
彥

　

國
學
院
神
職
養
成
講
習
会
は
玉
置
山
下
山
直
後
、
３
８
度
の
高
熱
に
見
舞
わ
れ
２
日
間
寝
込
ん
だ
後
、

病
み
上
が
り
で
開
校
式
に
臨
む
と
い
う
波
乱
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
１
５
年
、
明
治
天
皇
の
下
、
近
代
化
が
進
め
ら
れ
る
風
潮
に
お
い
て
、
日
本
の
古
き
良
き
神
道

及
び
国
学
の
精
神
を
残
そ
う
と
三
つ
の
機
関
、
東
京
大
学　

古
典
講
習
科
、
皇
典
講
究
所
（
後
の
國
學

院
大
學
）、
神
宮
皇
学
館
（
後
の
皇
學
館
大
学
）
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
、
國
學
院
大
學
に
お
い

て
宇
宙
開
闢
、
天
孫
降
臨
か
ら
現
在
ま
で
絶
え
間
な
く
続
く
神
道
の
歴
史
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
く
貴
重

な
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

特
に
印
象
深
か
っ
た
こ
と
は
、
教
義
・
教
典
の
無
い
神
道
で
は
あ
る
が
、
そ
の
大
き
な
特
色
と
し
て
、

自
然
崇
拝
、
先
祖
崇
拝
、
人
を
思
う
心
と
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
の
言
で
す
。
い
ず
れ
も
目
に
見
え

な
い
こ
と
で
す
が
、
物
質
主
義
や
資
本
主
義
の
蔓
延
す
る
昨
今
で
は
保
つ
こ
と
が
大
変
な
感
性
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
神
話
と
先
祖
の
祈
り
の
先
に
存
在
し
、
周
り
の
方
々
の
思
い
に
支
え
ら
れ
て
存

在
し
得
る
こ
と
に
改
め
て
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
べ
ば
学
ぶ
ほ
ど
、
神
職
や
神
社
の
存
在
に
不
安
定
な
要
素
が
多
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

戦
後
の
体
制
で
存
続
が
厳
し
い
神
社
も
あ
る
中
、
な
ぜ
あ
の
よ
う
に
平
身
低
頭
で
き
る
の
か
以
前
は
わ

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
平
伏
し
た
く
な
る
程
の
大
い
な
る
存
在
が
あ
る
。
そ
う
直
覚
さ
せ
ら
れ
た
の
は

そ
れ
か
ら
間
も
な
く
の
こ
と
で
し
た
。
奇
縁
を
得
て
、
神
職
の
資
格
を
取

得
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
温
か
く
見
守
り
つ
つ
も
厳
し
く
ご
指
導
く
だ

さ
っ
た
諸
先
生
方
、
笑
い
と
祈
り
は
神
に
通
じ
る
と
い
う
こ
と
を
体
現
さ

れ
て
い
た
学
友
の
皆
様
、
ま
た
、
玉
置
の
山
で
日
々
支
え
て
く
だ
さ
る
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　奈良県天理市鎮座の「石上神宮」で生を受け、國學院大學を卒業後、昭和４９年に「橿原神宮」に奉職、
平成２４年に「橿原神宮」を退職後平成２５年に「玉置神社」に奉職、現在に至る。
　※歴代神職家系に生まれ、神社（神域）の中で生まれ育った事もあり、自らが神職を目指すのに何の
疑問も無く受け入れ、資格取得後は「橿原神宮」在職中には特に神社祭式に長く関わり、奈良県神社庁
では祭式助教・講師と２６年間に亘り指導者として県内神職の指導に当たって来た。
　その経験を活かし「玉置神社」では御祭神に相応しい祭祀の構築に専念し完成を見た。又、雅楽では
龍笛を２５年に亘り、今も指導を続けている。　　　　　　　　　　　　　　　　参与・青山　孝

　

 

権
禰
宜
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
深
瀬

浩
司
で
す
。
普
段
は
義
兄
が
営
む
土
木
会
社
で
２

５
年
働
い
て
い
ま
す
。

　

５
年
前
に
神
職
と
な
り
、
ご
縁
が
あ
り
４
年
間

仕
事
を
続
け
な
が
ら
玉
置
神
社
で
ご
奉
仕
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
ま
す
。
神
職
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
経

験
は
浅
い
で
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。　
　
　
　
　

権
禰
宜
・
深
瀬　

浩
司

　

大
阪
府
立
淀
川
工
科
高
校
卒
業
。
全
日
本
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ー
ル
、
全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス

ト
出
場
を
経
験
。
関
西
外
国
語
大
学
短
期
大
学
部

卒
業
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

巫
女
・
作
間　

慈

　祭儀担当の権禰宜・西田秀行です。
大阪の神社で五年半奉仕した後、この聖地に魅せられ
現在に至ります。
　一人でも多くの方に玉置の魅力を伝えたくて、ただ
いま手話を勉強中です。
　神社で見かけたら是非お声掛
けください。

　

１
０
代
か
ら
五
感
を
超
え
た
幽
冥
界
に
興
味
が
あ
り
、
２

３
歳
か
ら
勉
学
・
修
行
の
研
鑽
を
積
む
。
二
松
学
舎
大
學
・

國
學
院
大
學
卒
業
後
、
東
京
の
神
社
で
奉
職
。
３
年
前
か
ら

山
の
中
の
ま
た
山
に
あ
る
当
神
社
に
奉
職
し
て
い
る
が
、
未

だ
に
随
煩
悩
。
浮
き
世
離
れ
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
周
囲
か

ら
親
し
ま
れ
て
い
る
。 　
　

                         　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

禰
宜
・
鈴
木　

清
建

ファミリー たまき
TAMAKIF a m i l y

　

庭
先
か
ら
眺
め
る
と
折
り
重

な
る
山
々
の
一
番
遠
く
に
い
つ

も
玉
置
山
が
見
え
て
い
ま
し

た
。
壁
の
よ
う
に
連
な
る
山
並

の
向
こ
う
側
に
行
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こ
と
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か

り
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見
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い
た
は
ず
が
、
京
都

大
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卒
業
後
、
縁
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神
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職
す
る
こ
と
に
な
り
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こ
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。
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取
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前
日
３
月
７
日
か
ら
雪
。
心

配
し
た
が
、
８
日
初
午
祭
当
日

は
青
空
が
ま
ぶ
し
い
快
晴
。

　

名
物
の
ぜ
ん
ざ
い
は
、
多
い

目
に
仕
込
む
も
瞬
く
間
に
完
了
。

　

神
振
行
事
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
む
。
巫
女
舞
、
民
謡
、
琵

琶
演
奏
を
奉
納
。
文
化
発
信
を
念
頭
に
置
い
て

の
取
り
組
み
。

　

餅
ま
き
。
お
餅
は
例
年
、
た
っ
ぷ
り
と
用
意
。

袋
を
広
げ
、
お
餅
が
舞
い
降
り
る
の
を
待
ち
受
け
る
方
々
も
多

い
。「
頭
や
顔
に
当
た
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
ね
」、

と
呼
び
か
け
な
が
ら
、
投
げ
る
。
歓
声
の
渦
。

　

当
日
は
約
８
０
０
名
の
参
拝
者
が
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

責
任
役
員
、
総
代
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

感
謝
。

　

職
員
も
数
日
来
の
準
備
に
疲

労
も
か
な
り
の
も
の
だ
っ
た
よ

う
で
す
が
、
よ
く
頑
張
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

責
任
役
員
、
総
代
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
方
、
そ
し
て

職
員
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

幸
運
は
人
智
を
超
え
て
訪
れ
る
と

か
。

　

平
成
２
８
年
度
は
、
参
拝
者
数
１

３
万
人
に
迫
る
。
４
年
余
り
で
約
５

倍
増
。

　

事
務
職
、
神
職
の
ス
タ
ッ
フ
も
望

外
の
充
実
。

　

玉
置
の
神
々
が
お
呼
び
し
た
の
だ

ろ
う
か
。

　

事
務
職
で
採
用
さ
れ
た
男
性
は
、
明
晰
な
頭
脳
と
恐
る
べ
き
胆
力
で
瞬
く
間
に
神
社
経
営

の
核
と
な
っ
て
い
る
。
や
は
り
事
務
職
で
採
用
さ
れ
た
女
性
。
鋭
い
理
解
力
で
担
当
業
務
を

こ
な
し
て
い
た
が
、
ご
奉
仕
数
ヶ
月
で
神
職
を
志
し
、
國
學
院
大
學
神
職
養
成
講
習
会
に
入

り
、
何
と
成
績
優
秀
者
と
し
て
約
５
０
人
中
３
番
で
修
了
。
近
く
神
職
と
し
て
も
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
す
。

　

神
職
で
採
用
さ
れ
た
男
性
は
、
手
話
を
勉
強
中
で
あ
り
、
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
る
と
励
ん

で
い
る
。

　

さ
て
、
現
状
に
感
謝
し
つ
つ
も
、
幸
運
に
委
ね
る
こ
と
な
く
、
ど
ん
な
厳
し
い
カ
ー
ド
を

配
ら
れ
て
も
立
ち
向
か
う
べ
し
、
だ
。　

夏
に
な
っ
た
ら
、
鳴
き
な
が
ら
必
ず
帰
っ
て
く

る
、
あ
の
つ
ば
く
ろ
さ
え
も
、
何
か
を
境
に
ば
っ
た
り
姿
を
見
せ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
ん

だ
ぜ
、
と
か
。

　

ど
ん
な
時
代
で
も
、
花
は
咲
き
、
鳥
は
鳴
く
。
さ
れ
ど
、
人
生
は
ミ
ス
テ
リ
ー
。
瞬
時
に

全
て
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
。
心
し
て
お
く
こ
と
。
何
事
も
可
能
な
限
り
展
開
を
読
み
、
用

意
し
て
待
つ
こ
と
だ
。

　

人
は
自
ら
に
累
（
る
い
＝
わ
ざ
わ
い
）
が
及
ば
ぬ
限
り
、
他
者
に
優
し
く
な
れ
る
に
過
ぎ

な
い
ね
。

　

「
や
す
ら
ぎ
と
ほ
の
か
に
文
化
の
薫
り
が
す
る
山
上
の
都
」
を
標
榜
し
て
４
年
有
半
。

　

我
が
友
・
時
広
真
吾
氏
も
東
京
か
ら
初
見
参
。
夢
幻
の
舞
を
奉
納
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

い
ろ
い
ろ
研
究
テ
ー
マ
を
持
っ
て
参
拝
さ
れ
る
方
々
が
増
え
て
き
て
い
る
。
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
こ
の
面
で
も
研
鑽
し
て
参
り
た
い
。

　

そ
う
だ
ね
、
文
化
と
知
の
発
信―

。
そ
れ
は
、
力
な
り
。

宮 

司 

私 

感

幸運は人智を超えて訪れる

我
が
友
・
時
広
真
吾
氏　

東
京
か
ら
初
見
参

F u s i o nTradition ＆ Reformation

初
午
祭

参拝者 約８００名

皆さまのご協力に感謝
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出
雲
大
社
教
第
五
教
区
庁
新

年
総
会
が
１
月
３
１
日
神
戸
分

祠
に
於
い
て
開
催
。正
式
参
拝
に

続
い
て
総
会
に
入
り
、
教
区
庁
長

等
の
挨
拶
の
後
、
多
く
の
時
間
を

割
い
て
出
雲
大
社
教
教
規
改
訂

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
中
華
料
理
店

に
場
所
を
移
し
て
の
直
会
で
す
。

　

出
雲
大
社
教
の
各
教
会
は
代

を
嗣
い
で
の
交
流
が
あ
る
と
の

こ
と
で
、
随
所
で
話
の
花
が
咲

き
、
笑
い
声
が
起
こ
る
和
や
か
で

家
庭
的
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
西
田
直
久
）

　

年
の
首
（
は
じ
め
）
に
あ
た
り
年
穀
（
と

し
が
ら
）
の
豊
穣
を
祈
る
と
共
に
、
天
皇
の

御
安
泰
を
祈
り
奉
り
、
併
せ
て
国
家
の
安
泰

を
祈
請
（
き
せ
い
）
す
る
祭
儀
で
あ
る
祈
年

祭
が
２
月
１
７
日
、
斎
行
さ
れ
た
。

　

一
週
間
余
り
前
か
ら
降
り
続
く
雪
が
積
も

る
参
道
の
足
下
に
気
を
配
り
な
が
ら
参
進
す

る
。

　

太
古
か
ら
連
綿
と
受
け
つ
が
れ
て
い
る
、

こ
の
祭
り
を
修
め
、
爽
涼
の
時
を
味
わ
う
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鈴
木
清
建
）

　

境
内
地
に
鎮
座
す
る
出

雲
大
社
玉
置
教
会
で
３
月

２
０
日
、
春
季
祖
霊
祭
が

斎
行
さ
れ
た
。

　

こ
の
日
を
一
搬
に
は
彼

岸
と
い
う
が
、
そ
れ
は
神

道
の
日
願
か
ら
来
て
い
る

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。ま

た
、社
日
と
も
言
わ
れ
る
。

　

亡
き
方
々
の
御
霊
を
高

天
原
に
昇
天
す
る
べ
く
、

神
職
一
同
、白
の
浄
衣
に

　

２
月
３
日
、本
殿
で
は「
福
は
内
、

鬼
は
外
」
の
掛
け
声
と
共
に
節
分
祭

が
、
又
、
大
日
堂
社
で
は
大
日
如
来

尊
像
が
金
剛
界
か
ら
胎
蔵
界
に
換
わ

ら
れ
る
転
換
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

„
節
分„

、„
転
換„

の
字
の
如

く
厳
冬
の
な
か
に
も
春
の
訪
れ
を
感

じ
さ
せ
る
祭
典
で
あ
り
ま
し
た
。

　

来
年
も
皆
様
の
ご
参
列
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
田
秀
行
）整

え
霊
璽
（
位
牌
に
あ
た

る
も
の
）
に
向
か
い
感
謝

と
鎮
め
の
作
法
と
祭
詞
を

捧
げ
た
。

　

更
に
、
玉
置
山
に
鎮
ま

る
松
平
墓
地
と
奥
津
城

（
墓
に
あ
た
る
も
の
）
に
も

神
職
が
供
物
を
供
え
祭
詞

を
奏
上
し
た
。

　
　
　
　
　
（
鈴
木
清
建
）

福は内イ～
鬼は外オ～

春の訪れ

F u s i o nTradition Reformation

出雲大社教第五教区庁新年総会

節
分
祭
・
大
日
堂
社
転
換
祭

祈
年
祭
（
と
し
ご
ひ
の
ま
つ
り
）

出雲大社玉置教会
　　　　春季祖霊祭
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佐
藤
健
作
氏
は
国
際
的
な
舞
台
で
も
活

躍
す
る
和
太
鼓
奏
者
。今
回
は
日
本
中
、
世

界
中
の
聖
地
を
巡
る
「
祈
り
の
奉
納
ツ

ア
ー
」
の
一
環
と
し
て
演
奏
を
奉
納
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

締
太
鼓
の
小
気
味
よ
い
リ
ズ
ム
が
冷
気

を
切
り
裂
き
、
重
量
６
０
キ
ロ
と
い
う
大

太
鼓
の
大
音
量
が
山
上
の
静
寂
を
揺
る
が

し
ま
す
。よ
う
や
く
日
差
し
が
春
め
い
て

き
た
と
は
い
え
ま
だ
ま
だ
厳
寒
の

２
月
下
旬
、境
内
に
響
き
渡
る
大
音

量
は
、眠
っ
て
い
る
春
を
目
覚
め
さ

せ
て
く
れ
た
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
田
直
久
）

　玉置神社の四季折々の風景、祭典等を収録中であり、一部を
ホームページでご紹介しております。
　新たな発見があるかも知れませんね。是非ご覧ください。
　　　　　　　　http://www.tamakijinja.or.jp/

　

連
日
の
降
雪
に
よ
り
一
面
真
っ
白
と
な
っ
て
い
る
境
内

に
、
よ
く
晴
れ
た
空
の
美
し
い
青
色
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

が
何
と
も
清
々
し
く
、
凜
と
し
た
気
を
感
じ
さ
せ
る
空
気

の
中
、紀
元
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

粛
々
と
し
た
中
に
も
穏

や
か
で
和
や
か
な
雰
囲
気

の
祭
典
と
な
り
、
最
後
の
宮

司
挨
拶
で
は
、
神
日
本
磐
余

彦
尊
を
お
奉
り
す
る
当
社

と
し
て
の
紀
元
祭
に
対
す

る
熱
い
思
い
が
語
ら
れ
ま

し
た
。

          　

  

（
諸
岡
源
司
）

　

松
下
寛
子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
演
奏
、
こ
れ
か
ら
も
聴
き
た
い
。

　

今
回
の
演
奏
は
、
異
な
る
世
界
へ
行
っ
た
み
た
い
で
衝
撃
を
受

け
た
。
ま
だ
ま
だ
そ
の
独
自
性
を
深
め
て
ゆ
く
予
感
。
び
っ
く
り

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

芸
の
世
界
で
追
っ
か
け
も
ど
き
試
み
て
き
て
い
る
の
は
、
バ
レ

エ
で
お
一
人
、歌
舞
伎
で
お
二
人
、文
楽
で
お
二
人
、幸
福
で
す
ね
。

　

指
揮
者
の
方
、団
員
の
皆
さ
ん
、そ
れ
ぞ
れ
に
魅
力
一
杯
で
し
た
。

　

奈
良
フ
ィ
ル
よ
、
い
つ
ま
で
も
そ
の
灯
を

輝
か
せ
続
け
て
く
だ
さ
い
。
奈
良
に
こ
の
よ

う
な
管
弦
楽
団
が
あ
る
の
を
誇
り
に
思
い
ま

す
よ
。

　

全
良
雄
・
前
団
長
さ
ん
、
あ
な
た
の
蒔（
ま
）

い
た
種
は
さ
ら
に
光
を
増
し
て
い
く
よ
。
あ

り
が
と
う
、
忘
れ
じ
の
友―

。

　　聖地・玉置神社　映像コンテンツ制作スタ̶ト

紀 元 祭

神々しき
　　龍笛の音（諸岡神職）

和
太
鼓 

祈
り
の
奉
納

国際的に活躍　佐藤健作さん

忘
れ
じ
の
友
へ

神の棲む社

奈良フィルハ―モニ―管弦楽団
第４０回定期演奏会

伝統 革新 融合
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玉
置
神
社
禰
宜　

鈴
木
清
建

初午祭
伝統と革新の融合

関川鶴祐さん

岩松香織さん

アユミ ケカマイカマルカコアさん
（フラダンス）

近江富士若さんたち

名カメラマン

神
振
行
事　
　

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
に　
　
　

巫
女
舞
、
民
謡
、
琵
琶
演
奏



伝統 革新 融合
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前
日
３
月
７
日
か
ら
雪
。
心

配
し
た
が
、
８
日
初
午
祭
当
日

は
青
空
が
ま
ぶ
し
い
快
晴
。

　

名
物
の
ぜ
ん
ざ
い
は
、
多
い

目
に
仕
込
む
も
瞬
く
間
に
完
了
。

　

神
振
行
事
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
む
。
巫
女
舞
、
民
謡
、
琵

琶
演
奏
を
奉
納
。
文
化
発
信
を
念
頭
に
置
い
て

の
取
り
組
み
。

　

餅
ま
き
。
お
餅
は
例
年
、
た
っ
ぷ
り
と
用
意
。

袋
を
広
げ
、
お
餅
が
舞
い
降
り
る
の
を
待
ち
受
け
る
方
々
も
多

い
。「
頭
や
顔
に
当
た
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
ね
」、

と
呼
び
か
け
な
が
ら
、
投
げ
る
。
歓
声
の
渦
。

　

当
日
は
約
８
０
０
名
の
参
拝
者
が
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

責
任
役
員
、
総
代
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

感
謝
。

　

職
員
も
数
日
来
の
準
備
に
疲

労
も
か
な
り
の
も
の
だ
っ
た
よ

う
で
す
が
、
よ
く
頑
張
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

責
任
役
員
、
総
代
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
方
、
そ
し
て

職
員
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

幸
運
は
人
智
を
超
え
て
訪
れ
る
と

か
。

　

平
成
２
８
年
度
は
、
参
拝
者
数
１

３
万
人
に
迫
る
。
４
年
余
り
で
約
５

倍
増
。

　

事
務
職
、
神
職
の
ス
タ
ッ
フ
も
望

外
の
充
実
。

　

玉
置
の
神
々
が
お
呼
び
し
た
の
だ

ろ
う
か
。

　

事
務
職
で
採
用
さ
れ
た
男
性
は
、
明
晰
な
頭
脳
と
恐
る
べ
き
胆
力
で
瞬
く
間
に
神
社
経
営

の
核
と
な
っ
て
い
る
。
や
は
り
事
務
職
で
採
用
さ
れ
た
女
性
。
鋭
い
理
解
力
で
担
当
業
務
を

こ
な
し
て
い
た
が
、
ご
奉
仕
数
ヶ
月
で
神
職
を
志
し
、
國
學
院
大
學
神
職
養
成
講
習
会
に
入

り
、
何
と
成
績
優
秀
者
と
し
て
約
５
０
人
中
３
番
で
修
了
。
近
く
神
職
と
し
て
も
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
す
。

　

神
職
で
採
用
さ
れ
た
男
性
は
、
手
話
を
勉
強
中
で
あ
り
、
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
る
と
励
ん

で
い
る
。

　

さ
て
、
現
状
に
感
謝
し
つ
つ
も
、
幸
運
に
委
ね
る
こ
と
な
く
、
ど
ん
な
厳
し
い
カ
ー
ド
を

配
ら
れ
て
も
立
ち
向
か
う
べ
し
、
だ
。　

夏
に
な
っ
た
ら
、
鳴
き
な
が
ら
必
ず
帰
っ
て
く

る
、
あ
の
つ
ば
く
ろ
さ
え
も
、
何
か
を
境
に
ば
っ
た
り
姿
を
見
せ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
ん

だ
ぜ
、
と
か
。

　

ど
ん
な
時
代
で
も
、
花
は
咲
き
、
鳥
は
鳴
く
。
さ
れ
ど
、
人
生
は
ミ
ス
テ
リ
ー
。
瞬
時
に

全
て
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
。
心
し
て
お
く
こ
と
。
何
事
も
可
能
な
限
り
展
開
を
読
み
、
用

意
し
て
待
つ
こ
と
だ
。

　

人
は
自
ら
に
累
（
る
い
＝
わ
ざ
わ
い
）
が
及
ば
ぬ
限
り
、
他
者
に
優
し
く
な
れ
る
に
過
ぎ

な
い
ね
。

　

「
や
す
ら
ぎ
と
ほ
の
か
に
文
化
の
薫
り
が
す
る
山
上
の
都
」
を
標
榜
し
て
４
年
有
半
。

　

我
が
友
・
時
広
真
吾
氏
も
東
京
か
ら
初
見
参
。
夢
幻
の
舞
を
奉
納
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

い
ろ
い
ろ
研
究
テ
ー
マ
を
持
っ
て
参
拝
さ
れ
る
方
々
が
増
え
て
き
て
い
る
。
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
こ
の
面
で
も
研
鑽
し
て
参
り
た
い
。

　

そ
う
だ
ね
、
文
化
と
知
の
発
信―

。
そ
れ
は
、
力
な
り
。

宮 

司 

私 

感

幸運は人智を超えて訪れる

我
が
友
・
時
広
真
吾
氏　

東
京
か
ら
初
見
参
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初
午
祭

参拝者 約８００名

皆さまのご協力に感謝
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出
雲
大
社
教
第
五
教
区
庁
新

年
総
会
が
１
月
３
１
日
神
戸
分

祠
に
於
い
て
開
催
。正
式
参
拝
に

続
い
て
総
会
に
入
り
、
教
区
庁
長

等
の
挨
拶
の
後
、
多
く
の
時
間
を

割
い
て
出
雲
大
社
教
教
規
改
訂

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
中
華
料
理
店

に
場
所
を
移
し
て
の
直
会
で
す
。

　

出
雲
大
社
教
の
各
教
会
は
代

を
嗣
い
で
の
交
流
が
あ
る
と
の

こ
と
で
、
随
所
で
話
の
花
が
咲

き
、
笑
い
声
が
起
こ
る
和
や
か
で

家
庭
的
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
西
田
直
久
）

　

年
の
首
（
は
じ
め
）
に
あ
た
り
年
穀
（
と

し
が
ら
）
の
豊
穣
を
祈
る
と
共
に
、
天
皇
の

御
安
泰
を
祈
り
奉
り
、
併
せ
て
国
家
の
安
泰

を
祈
請
（
き
せ
い
）
す
る
祭
儀
で
あ
る
祈
年

祭
が
２
月
１
７
日
、
斎
行
さ
れ
た
。

　

一
週
間
余
り
前
か
ら
降
り
続
く
雪
が
積
も

る
参
道
の
足
下
に
気
を
配
り
な
が
ら
参
進
す

る
。

　

太
古
か
ら
連
綿
と
受
け
つ
が
れ
て
い
る
、

こ
の
祭
り
を
修
め
、
爽
涼
の
時
を
味
わ
う
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鈴
木
清
建
）

　

境
内
地
に
鎮
座
す
る
出

雲
大
社
玉
置
教
会
で
３
月

２
０
日
、
春
季
祖
霊
祭
が

斎
行
さ
れ
た
。

　

こ
の
日
を
一
搬
に
は
彼

岸
と
い
う
が
、
そ
れ
は
神

道
の
日
願
か
ら
来
て
い
る

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。ま

た
、社
日
と
も
言
わ
れ
る
。

　

亡
き
方
々
の
御
霊
を
高

天
原
に
昇
天
す
る
べ
く
、

神
職
一
同
、白
の
浄
衣
に

　

２
月
３
日
、本
殿
で
は「
福
は
内
、

鬼
は
外
」
の
掛
け
声
と
共
に
節
分
祭

が
、
又
、
大
日
堂
社
で
は
大
日
如
来

尊
像
が
金
剛
界
か
ら
胎
蔵
界
に
換
わ

ら
れ
る
転
換
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

„
節
分„

、„
転
換„

の
字
の
如

く
厳
冬
の
な
か
に
も
春
の
訪
れ
を
感

じ
さ
せ
る
祭
典
で
あ
り
ま
し
た
。

　

来
年
も
皆
様
の
ご
参
列
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
田
秀
行
）整

え
霊
璽
（
位
牌
に
あ
た

る
も
の
）
に
向
か
い
感
謝

と
鎮
め
の
作
法
と
祭
詞
を

捧
げ
た
。

　

更
に
、
玉
置
山
に
鎮
ま

る
松
平
墓
地
と
奥
津
城

（
墓
に
あ
た
る
も
の
）
に
も

神
職
が
供
物
を
供
え
祭
詞

を
奏
上
し
た
。

　
　
　
　
　
（
鈴
木
清
建
）

福は内イ～
鬼は外オ～

春の訪れ

F u s i o nTradition Reformation

出雲大社教第五教区庁新年総会

節
分
祭
・
大
日
堂
社
転
換
祭

祈
年
祭
（
と
し
ご
ひ
の
ま
つ
り
）

出雲大社玉置教会
　　　　春季祖霊祭

（６）
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佐
藤
健
作
氏
は
国
際
的
な
舞
台
で
も
活

躍
す
る
和
太
鼓
奏
者
。今
回
は
日
本
中
、
世

界
中
の
聖
地
を
巡
る
「
祈
り
の
奉
納
ツ

ア
ー
」
の
一
環
と
し
て
演
奏
を
奉
納
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

締
太
鼓
の
小
気
味
よ
い
リ
ズ
ム
が
冷
気

を
切
り
裂
き
、
重
量
６
０
キ
ロ
と
い
う
大

太
鼓
の
大
音
量
が
山
上
の
静
寂
を
揺
る
が

し
ま
す
。よ
う
や
く
日
差
し
が
春
め
い
て

き
た
と
は
い
え
ま
だ
ま
だ
厳
寒
の

２
月
下
旬
、境
内
に
響
き
渡
る
大
音

量
は
、眠
っ
て
い
る
春
を
目
覚
め
さ

せ
て
く
れ
た
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
田
直
久
）

　玉置神社の四季折々の風景、祭典等を収録中であり、一部を
ホームページでご紹介しております。
　新たな発見があるかも知れませんね。是非ご覧ください。
　　　　　　　　http://www.tamakijinja.or.jp/

　

連
日
の
降
雪
に
よ
り
一
面
真
っ
白
と
な
っ
て
い
る
境
内

に
、
よ
く
晴
れ
た
空
の
美
し
い
青
色
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

が
何
と
も
清
々
し
く
、
凜
と
し
た
気
を
感
じ
さ
せ
る
空
気

の
中
、紀
元
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

粛
々
と
し
た
中
に
も
穏

や
か
で
和
や
か
な
雰
囲
気

の
祭
典
と
な
り
、
最
後
の
宮

司
挨
拶
で
は
、
神
日
本
磐
余

彦
尊
を
お
奉
り
す
る
当
社

と
し
て
の
紀
元
祭
に
対
す

る
熱
い
思
い
が
語
ら
れ
ま

し
た
。

          　

  

（
諸
岡
源
司
）

　

松
下
寛
子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
演
奏
、
こ
れ
か
ら
も
聴
き
た
い
。

　

今
回
の
演
奏
は
、
異
な
る
世
界
へ
行
っ
た
み
た
い
で
衝
撃
を
受

け
た
。
ま
だ
ま
だ
そ
の
独
自
性
を
深
め
て
ゆ
く
予
感
。
び
っ
く
り

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

芸
の
世
界
で
追
っ
か
け
も
ど
き
試
み
て
き
て
い
る
の
は
、
バ
レ

エ
で
お
一
人
、歌
舞
伎
で
お
二
人
、文
楽
で
お
二
人
、幸
福
で
す
ね
。

　

指
揮
者
の
方
、団
員
の
皆
さ
ん
、そ
れ
ぞ
れ
に
魅
力
一
杯
で
し
た
。

　

奈
良
フ
ィ
ル
よ
、
い
つ
ま
で
も
そ
の
灯
を

輝
か
せ
続
け
て
く
だ
さ
い
。
奈
良
に
こ
の
よ

う
な
管
弦
楽
団
が
あ
る
の
を
誇
り
に
思
い
ま

す
よ
。

　

全
良
雄
・
前
団
長
さ
ん
、
あ
な
た
の
蒔（
ま
）

い
た
種
は
さ
ら
に
光
を
増
し
て
い
く
よ
。
あ

り
が
と
う
、
忘
れ
じ
の
友―

。

　　聖地・玉置神社　映像コンテンツ制作スタ̶ト

紀 元 祭

神々しき
　　龍笛の音（諸岡神職）

和
太
鼓 

祈
り
の
奉
納

国際的に活躍　佐藤健作さん

忘
れ
じ
の
友
へ

神の棲む社

奈良フィルハ―モニ―管弦楽団
第４０回定期演奏会

伝統 革新 融合

（３）
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玉
置
神
社
禰
宜　

鈴
木
清
建

初午祭
伝統と革新の融合

関川鶴祐さん

岩松香織さん

アユミ ケカマイカマルカコアさん
（フラダンス）

近江富士若さんたち

名カメラマン

神
振
行
事　
　

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
に　
　
　

巫
女
舞
、
民
謡
、
琵
琶
演
奏



弓　 場　  季　 彥

熊野三山
奥 之 宮 http://www.tamaki.jinja.or.jp

「安らぎと文化の香りがする山上の都」を標榜し発信する

弓　 場　  季　 彥

熊野三山
奥 之 宮 http://www.tamaki.jinja.or.jp
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神代之風

宮司私感　（２面）
ファミリー たまき （私の履歴書＝４・５面）

　

弥
生
１
日
。
玉
置
山
に
魅
せ
ら
れ
た
精
霊
か
・
・
・
。

　

何
処
か
ら
と
も
な
く
現
れ
、
本
殿
、
三
柱
神
社
、
出
雲
大
社
玉
置
教
会
、

境
内
、
参
道
等
を
舞
う
が
如
く
軽
や
か
に
巡
る
。

　

参
拝
者
の
皆
さ
ん
、
一
瞬
寂
と
し
て
声
な
し
。

  

一
陣
の
風
も
誘
い
な
が
ら
夢
幻
の
舞
を
演
出
。
時
間
は
止
ま
っ
て
い
ま

し
た
ね
。

　

自
分
の
筆
力
で
は
到
底
、お
伝
え
い
た
し
か
ね
る
夢
か
現
（
う
つつ
）
か
。

　

暫
し
、
異
次
元
の
時
広
真
吾
氏
の
世
界
で
し
た
。

（１）

夢
幻
の
舞

精霊　玉置山に 舞  い降りる

伝
統
と
革
新
の
融
合

T AMAKI

DE
NT
OU

KA
KU
SH
IN

F u s i o n

時
広
真
吾
さ
ん
奉
納

Ｔ
Ｏ

Ｋ

Ｉ

Ｈ

Ｉ

Ｒ

Ｏ

　

Ｗ
Ｏ

Ｒ

Ｌ

Ｄ

年
間
参
拝
者     

13
万
人
に
迫
る
！

夢か現か…

Tradition
Reformation

（８）
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奈
良
県
神
道
青
年
会
御
一
行
１
４
名
が
３
月
２
７
日
、
正
式
参
拝
の
た
め
来
社
さ

れ
た
。

　

標
高
千
メ
ー
ト
ル
以
上
に
鎮
座
す
る
社
。
当
日
は
、
温
暖
な
気
候
、
山
上
の
た
め

太
陽
が
近
く
、
光
が
神
々
し
く
眩
し
い
。

　

一
同
、
ス
ー
ツ
に
身
を
修
め
、
一
列
に
並
び
参
進
す
る
。

　

御
殿
の
中
に
着
座
す
る
と
、
太
鼓
の
音
、
祝
詞
が
境
内
と
山
々
に
響
き
渡
る
。
爽

や
か
さ
の
中
で
、
代
表
者
の
玉
串
が
捧
げ
ら
れ
る
。

　

参
拝
後
、
重
要
文
化
財
で
あ
る
社
務
所
の
襖
絵
を
拝
観
さ
れ
た
。

　

毎
度
の
こ
と
で
す
が
、
演
奏
や
舞
な
ど
奉
納
さ
れ
る
方
、
並
び
に
、
信
仰
深
い
方
々

等
が
来
社
さ
れ
る
と
、
必
ず
と
言
っ
て
も
良
い
程
、
穏
や
か
で
素
晴
ら
し
い
天
候
に

な
る
。
不
思
議
。

　

こ
こ
玉
置
山
は
、
神
の
棲
む
杜
と
も
言
わ
れ
、
神
道
の
精
霊
信
仰
を
如
実
に
体
感

で
き
る
貴
重
な
場
所
。
皆
様
も
是
非
参
拝
に
い
ら
し
て
、神
々
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

　

奈
良
県
神
道
青
年
会
御
一
行
の
方
々
、
参
拝
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鈴
木
清
建
） 

　

前
田
武
志
さ
ん
の
衆
議
院
・
参
議
院
で
の
政
治
活
動
は
３
０
数
年
間

に
及
ぶ
。
在
任
中
は
国
土
交
通
大
臣
を
は
じ
め
参
議
院
予
算
委
員
長
等

を
歴
任
。

　

こ
れ
ら
の
功
績
に
対
し
、
天
皇
陛
下
よ
り
旭
日
大
綬
章
を
親
授
賜
り
、

フ
ラ
ン
ス
国
よ
り
レ
ジ
オ
ン
・
ド
ヌ
ー
ル
勲
章
（
フ
ラ
ン
ス
最
高
勲
章
）

を
受
章
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
叙
勲
を
祝
う
会
が
３
月
３
１
日
、
シ
ェ
ラ
ト
ン
都

ホ
テ
ル
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
。

　

前
田
武
志
さ
ん
は
十
津
川
の
ご
出
身
。
折
に
触

れ
十
津
川
に
眠
る
先
祖
の
墓
参
を
欠
か
さ
な
い
。

国
土
交
通
大
臣
を
拝
命
し
た
直
後
、
台
風
１
２
号

が
十
津
川
村
を
含
む
紀
伊
半
島
を
直
撃
し
、
未
曾

有
の
豪
雨
災
害
の
発
生
に
担
当
大
臣
と
し
て
救

援
・
復
旧
の
陣
頭
指
揮
に
当
た
ら
れ
た
。

　

運
命
を
感
じ
ま
す
ね
。

印刷　PR美術印刷株式会社

前
田
武
志
さ
ん

　
　
　
　
　

叙
勲
を
祝
う
会

５月13日㈯　玉石社例祭　５月14日㈰　出雲大社玉置教会例祭

６月30日㈮　夏越大祓　　８月８日㈫　大日堂大祭

奈良県神道青年会御一行  正式参拝

　

そ
ろ
そ
ろ
私
も
遺
言
を
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
、
な
ん
て
思
っ
た
り
す
る
。
失
敗
、
挫
折

は
あ
っ
た
が
、
い
い
人
生
だ
っ
た
、
と
つ
く
づ
く
思
う
。

　

宮
司
は
私
の
よ
う
に
弱
み
は
決
し
て
見
せ
な
い
。
だ
が
、
寂
し
が
り
屋
で
あ
る
。

　

戦
い
続
け
た
こ
れ
ま
で
だ
っ
た
。
そ
し
て
ほ
ぼ
敗
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

手
負
い
の
ラ
イ
オ
ン
、
と
形
容
し
よ
う
。
孤
高
と
言
っ
て
も
よ
い
か
。

　

私
は
感
じ
て
い
た
。
内
な
る
家
族
と
は
別
に
、
外
な
る
家
族
を
求
め
て
い
る
、
と
。

　

過
去
の
神
社
職
員
に
は
、た
び
た
び
裏
切
ら
れ
て
き
た
が
、今
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
た
ま
き
」

を
見
い
出
し
た
は
ず
だ
。
や
っ
と
だ
。「
信
頼
で
き
る
人
材
」
が
集
ま
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　

私
は
た
だ
願
う
。
・
・
・
ど
う
ぞ
、
裏
切
っ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い 

― 

と
。

　

せ
っ
か
ち
で
短
気
な
宮
司
だ
が
、
本
当
は
、
大
変
寂
し
が
り
屋
な
ん
で
す
・
・
・
。

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
読
売
新
聞
社
会
部
記
者　
　

水
野
成
之

独 り言

傷
だ
ら
け
の
ラ
イ
オ
ン

Special Thanks


